
《
研
究
と
交
流
》

　
「
数
学
を
応
用
し
た
社
会

シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
」が
研

究
の
核
。鉄
道
の
運
行
管
理

や
自
動
車
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
に
関
係
す
る
も
の
か

ら
、会
社
の
勤
務
シ
フ
ト
や

大
学
の
履
修
科
目
の
効
率

的
な
選
択
な
ど
、社
会
生
活

に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
幅
広
く
研
究
。ま
た
、２

０
０
６
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
県
内
の
高
校
と
の
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
社
会
に

役
立
つ
数
理
技
術
」で
は
、

高
校
生
が
考
え
た
テ
ー
マ

を
数
理
モ
デ
ル
で
解
決
す

る
な
ど
数
学
へ
の
関
心
を

深
め
る
活
動
も
行
っ
て
い

る
。安
全
な
通
学
路
を
作

る
街
頭
と
信
号
の
最
適
配

置
な
ど
の
地
域
イ
ン
フ
ラ

や
、高
校
生
が
好
き
な
お

菓
子
と
必
要
な
栄
養
素
を

調
査
し
、満
腹
、健
康
、お

い
し
い
食
生
活
と
い
う
食

の
最
適
化
も
学
生
と
共
に

研
究
。「
高
校
生
の
斬
新
な

発
想
が
私
た
ち
研
究
者
に

と
っ
て
は
刺
激
的
で
驚
か

さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
」

と
吉
瀬
さ
ん
。

《
理
系
女
子
の
歩
み
》

　
小
学
生
の
頃
か
ら
算
数

が
好
き
だ
っ
た
が
、学
問
と

し
て
の
数
学
よ
り
人
に
役

立
つ「
モ
ノ
作
り
」に
憧
れ
、

機
械
工
学
系
に
強
い
東
京

工
業
大
学
に
進
学
。「
社
会

に
役
立
つ
」数
学
を
研
究
す

る
た
め
大
学
院
で
は
経
営

工
学
を
専
攻
し
た
。「
当
時

は
女
子
更
衣
室
が
な
い
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
不
便
で
し

た
が
、研
究
室
で
は
分
け
隔

て
な
く
自
由
に
研
究
で
き
る

恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
」。

　
大
学
時
代
に
所
属
し
た

サ
ー
ク
ル
の
先
輩
と
結
婚
。

愛
娘
は
美
術
大
学
を
卒
業

後
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
業
界

で
活
躍
中
。「
夫
の
趣
味
は

自
転
車
作
り
、娘
は
仕
事
三

昧
。家
族
が
皆
自
分
の
好
き

な
こ
と
に
夢
中
で
す
が
、家

事
で
は
何
か
と
夫
の
方
が

上
手
で
ま
っ
た
く
頭
が
上

が
り
ま
せ
ん
」。

　

横
浜
市
か
ら
つ
く
ば
市

に
移
り
住
ん
で
25
年
。
筑

波
大
学
の
自
由
な
環
境
で

研
究
活
動
を
続
け
て
き
た

が
、最
近
は
管
理
職
と
し
て

の
業
務
が
多
く
な
り
、研
究

に
集
中
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
こ
と
が
悩
み
。

　
吉
瀬
さ
ん
本
人
の
趣
味

は
週
３
回
の
ジ
ム
通
い
と

自
宅
で
の
腹
筋
運
動
。

「
や
っ
ぱ
り
健
康
が
大
事
で

す
か
ら
」と
笑
顔
。

横浜市生まれ。東京工業大学工学部卒業、同大学院理
工学研究科で経営工学を専攻後、博士（工学）取得。現
在は筑波大学システム情報系社会工学域教授として
「数理最適化モデルのアルゴリズムと応用」を研究。

筑波大学システム情報系社会工学域教授
吉瀬 章子さん（54）Akiko Yoshise

つ
く
ば
の
暮
ら
し
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筑
波
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

H29年度つくば市委託事業

つ
く
ば
で
輝
く

 

女
性
研
究
者

学
生
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る

「
新
し
い
視
点
」

シンポジウムでの講演

家族そろって浅草へ


